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 子 育 て 支 援 策 
         「子 育 て す る な ら  さ い た ま 市 」 
 
未来を担う子どもたちが健やかに育つよう、子育て支援策を展開する。 
         

平成１６年度予算額   １４，５６１，４７２千円 
 
１ 福祉部門  予算額   ３，９３０，１５９千円 
 
①＜新規＞療育センターの整備                ３８，６１４千円 

・障害児の早期発見・療育のための医療施設機能を有した通園施設の基本設計・実施設計を行う。 
 

②＜新規＞子育て家庭支援ヘルパー派遣事業          ２３，０６５千円 

・多子家庭や病気等で家事支援を必要とする子育て中の家庭へ  (在宅ケアサービス公社運営経費) 

ホームヘルパーの派遣を行う。 
③＜新規＞児童虐待対策事業                  ４，５２１千円 

・児童虐待予防のため、電話相談や支援を総合的に行う。 

 
④＜拡大＞放課後児童健全育成事業               ７，９２０千円 

・民間の学童保育所の家賃補助を増額する。 

 

⑤＜拡大＞子育て支援センターの開設             ２５，１９０千円 

・大宮駅西口前に子育て支援センターを開設する。 

 

⑥＜拡大＞Mama′s ルーム事業                        １３，１６３千円 

・放課後児童クラブの午前中を開放するママーズルームを９か所から１５か所に拡充する。 

 

⑦＜拡大＞認可外保育施設（ﾅｰｻﾘｰﾙｰﾑ・家庭保育室）運営   ３３２，６４４千円 

・待機児童の解消と保育の充実を図るため、市が認定した施設に助成する。 

 

⑧＜拡大＞放課後児童クラブ整備事業            １４６，３５８千円 

  ・新たに放課後児童クラブ５か所を整備する。 

 

⑨＜拡大＞民間保育所等施設整備事業            ６０３，６２０千円 

  ・待機児童の解消を図るため、７か所の民間保育所に建設費の助成を行う。 

 

⑩＜継続＞乳幼児医療費の現物給付           １，９５８，９８２千円 

  ・就学前の乳幼児の医療費を無料化する。 

 

⑪＜継続＞ひとり親家庭等医療費の現物給付         ２２６，５２３千円 
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・１８歳までの母子または父子家庭における親と子どもの医療費を無料化する。 

 

⑫＜継続＞ファミリーサポートセンター事業          １８，６５３千円 

・仕事と育児の両立を支援するため、会員相互による育児援助活動を実施する。 

 

⑬＜継続＞児童養護施設の整備               ５０５，３４２千円 

・1歳から 18 歳未満の児童を保護・養育する児童養護施設を整備する。 

 

⑭＜継続＞ブックスタートの実施                ８，１９２千円 

・０歳児が絵本と親しみ親子のきずなを深めるきっかけづくりを支援するブックスタート 

事業を実施する。 

 

⑮＜継続＞病児保育の実施                  １７，３７２千円 

・病気中及び病気回復期の児童の一時保育を行う。 

 

２ 保健衛生部門  予算額   １，６７０，２００千円 
 
①＜継続＞小児慢性特定疾患の治療費支援          １６１，３５４千円 

・小児慢性特定疾患の治療を支援する。 
 

②＜継続＞乳幼児マス・スクリーニング検査の実施       １７，６００千円 

・新生児の先天性代謝異常を早期に発見し、知的障害児等の発生を防止するための   
    血液検査等を実施する。 
 

③＜継続＞乳幼児健診の実施                ３３８，３２３千円 

・乳幼児の健全育成のため、４か月・１０か月・１歳６か月・３歳健診を実施する。 

 

④＜継続＞妊婦健診の実施                 １９１，０３１千円 

・胎児の健やかな発育のため妊婦健診を実施する。 

 

⑤＜継続＞第２次小児緊急医療の実施            ２６８，９６１千円 

・大宮広域緊急医療センターにおいて、２４時間体制で小児緊急医療を実施する。 

 

⑥＜継続＞周産期医療施設の運営              ６９２，９３１千円 

・母子保健医療の充実のため、さいたま市立病院において周産期医療を実施する。 

 

３ 教育部門  予算額   ８，９６１，１１３千円 
 

①＜新規＞（仮称）辻第二小学校の建設            ６５，０００千円 

・過大規模校の解消に向けて、校舎建設の実施設計、地質調査を行う。 
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②＜新規＞与野八幡小学校校舎の増築             １４，０００千円  

・児童数の増加に伴い校舎増築の実施設計を行う。 

 

③＜新規＞宮原小学校校舎の改築               ２１，０００千円 

・校舎の老朽化に伴い、改築のための実施設計を行う。 

 

④＜拡大＞学校栄養士の配置                  ７，４２３千円 

・小学校全校に栄養士の配置をする。 

 

⑤＜継続＞校舎の耐震診断・耐震補強工事        １，２７０，７７３千円 

・新耐震設計法前の基準により建設された校舎の耐震診断及び耐震補強工事を行う。 

 

⑥＜継続＞教育コンピュータの整備             ４３２，３６９千円 

・国の教育用コンピュータの整備方針に基づき、小・中学校に整備する。 

 
⑦＜継続＞学校図書館司書の配置              １３０，９６０千円 
・小・中学校に計画的に専任司書を配置する。 

 
⑧＜継続＞少人数指導サポート事業              ２８，７９８千円 

  ・少人数指導を実施するため、小・中学校に非常勤講師を配置する。 

 

⑨＜継続＞特色のある学校づくり推進             １０，０００千円 

・創意工夫を生かし、学校に誇りや愛着が持てるような学校づくりを推進する。 

 
⑩＜継続＞外国人ボランティア活用事業             １，１５５千円 

・「総合的な学習」等で実施する英語活動の指導に外国人ボランティアを活用する。 

 
⑪＜継続＞中高一貫教育施設の整備             １２２，４６９千円 

・中高一貫教育を実施するため、市立浦和高等学校に施設整備を行う。 

 

⑫＜継続＞中学校給食施設の整備            ４，９１６，１８５千円 

・中学校全校の給食施設を計画的に単独校調理場方式に整備する。 

 

⑬＜継続＞幼稚園就園奨励費の助成           １，７５５，５０７千円 

・教育費の負担軽減を目的として、保護者に対し助成を行う。 

 

⑭＜継続＞教育相談の実施                 １８５，４７４千円 

・中学校全校にさわやか相談員・スクールカウンセラーを配置する。 
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 福祉の充実と健康増進の支援 
         
市民が健康で、いきいき生活できるよう、保健、福祉、医療の充実を図る。 
        

平成１６年度予算額   ８，２７１，７４５千円 
 
１福祉部門  予算額   ５，０６０，０００千円 
 
〔高齢者対策  ２，１８２，８５４千円〕 

 
①＜新規＞介護予防スイミング教室の実施            ９，０００千円 

・高齢者の運動機能の維持・向上を図るため、介護予防スイミング教室を実施する。 

 
②＜新規＞介護予防筋力トレーニング指導の実施        １８，２６６千円 

・高齢者の介護度の軽度化を図り、重度化を抑制するため、筋力トレーニングを実施する。 

 
③＜新規＞ひとり暮らし高齢者等２４時間緊急通報      １７４，７６６千円 

及び相談業務の実施 
・２４時間いつでもボタンひとつで緊急通報や相談のできるコールセンターを設置する。 

 
④＜新規＞ひとり暮らし高齢者安否確認事業           ７，５６０千円 
・希望者に対して、月２回の伺い電話を実施する。 

  
⑤＜拡大＞特別養護老人ホーム建設補助事業       １，７１８，４６２千円 
・待機者数の解消を図るため、民間社会福祉法人に対して建設費の助成を行う。 

 
⑥＜拡大＞介護老人保健施設建設補助事業          ２５４，８００千円 
・介護老人保健施設の整備を促進するため、医療法人に対して建設費の助成を行う。 

 
〔障害者対策  ２，８７７，１４６千円〕 

 

⑦＜新規＞聴覚障害者情報提供施設運営費補助事業        ３，８０２千円 

・聴覚障害者の情報提供施設に対して運営費の一部を助成する。 

  
⑧＜新・拡大＞精神障害者施設運営費等補助事業       ２８８，８８１千円 
・精神障害者が社会生活機能の回復を図るための訓練施設等に対して助成を行う。 

 

⑨＜新規＞（仮称）障害者総合支援センター整備事業         ３３３千円 

・障害者総合支援センターの整備に向けて基本方針の策定を行う。 
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 ⑩＜新規＞全国障害者スポーツ大会の開催          ４３５，０００千円 

・第４回全国障害者スポーツ大会を埼玉県と共同で開催する。 

 

⑪＜新規＞障害者生活支援センターの設置            ４，４１０千円 

  ・住み慣れた地域で障害者が安心して生活できるよう、生活支援センターを設置する。 

 

⑫＜新規＞障害者更生相談センターの開設           １６，２７２千円 

・身体障害者、知的障害者の相談を行う「さいたま市障害者更生相談センター」を開設する。 

 

⑬＜拡大＞心身障害者援護事業                ６３，５１８千円 

・心身障害者のデイケア施設及び生活ホームに対し運営費、家賃等の助成を行う。 

 

⑭＜継続＞心身障害者医療費の現物給付         ２，０４６，６０６千円 

・心身障害者の医療費を無料化にする。 

 

⑮＜継続＞自動車燃料費の助成                １８，３２４千円 

・福祉タクシー利用と自動車燃料費助成との選択制度を実施する。 

 

２ 保健衛生部門  予算額   ３，２１１，７４５千円 
 

①＜新規＞(仮称)さいたま市民医療センター整備事業   １，０４６，３５３千円 

・地域医療体制の充実、強化を図るため、新たに病院の整備に向け、基本運営計画策定等を行う。 

 

②＜新規＞不妊治療支援事業                 ２４，３８２千円 

・次世代育成支援の一環として、不妊相談及び不妊治療費の助成を行う。 

 

③＜拡大＞うんどう遊園の設置                ３４，６１６千円 

・高齢者が無理なく体力を維持できるように「うんどう遊園」を設置する。 

 

④＜拡大＞うんどう教室の開催                 ８，９３３千円 

・高齢者を対象にうんどう遊園の遊具を利用した「うんどう教室」を実施する。 

 

⑤＜継続＞（仮称）保健衛生会館整備事業        ２，０９７，４６１千円 

・保健所と保健衛生・環境公害等に関する検査研究機関の複合施設を整備する。 
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 地 域 経 済 の 活 性化 
         
市内企業の振興、ベンチャービジネスの育成、起業家支援などの地域経済の

施策を展開する。 
        

 平成１６年度予算額   ５，５５４，９２０千円 
 
１産業経済部門  予算額   ５，５１７，２９７千円 
 
①＜新規＞（仮称）さいたま市産業創造財団の運営助成   ２７４，５２６千円 
・新たな事業創出による地域経済の活性化を図るため、当該財団への運営助成を行う。 

 
②＜新規＞早期起業家の育成                 ５，２９４千円 

・小･中学生を対象に市場・流通等について学習する機会を設け、後継者･起業家として育成する。 

 
③＜拡大＞中小企業の資金融資            ５，０９８，３８３千円 
・中小企業者の経営の安定化を図るため、低利の事業資金の融資あっせん等を行う。 

 
④＜継続＞緊急雇用対策の実施              １０７，５７７千円 
・厳しい雇用状況を踏まえ、地域における新たな雇用の創出を図る。 

 
⑤＜継続＞産業振興ビジョンの推進              ８，５１７千円 
・「産業振興ビジョン」を具体化するため、部門別プロジェクトを立ち上げ、ワークショップ 

を実施する。 

 
⑥＜継続＞商工見本市の開催                ２３，０００千円 
・市内外の商工業者による自社製品の販売、企業 PR のための見本市を開催する。 

 
２ 農業部門  予算額   １２，６２３千円 
 
①＜新規＞農業振興ビジョンの策定             １２，０００千円 
・農業振興を図るための「農業振興ビジョン」の策定を行う。 

 

②＜新規＞地産地消の推進                    ６２３千円 

・さいたま市ブランド米の創出・啓蒙を通し、地産地消を推進する。 

 

３ 都市開発部門  予算額   ２５，０００千円 
 
①＜新規＞企業誘致検討事業                ２５，０００千円 
・市街地再開発、土地区画整理事業の推進に併せて、戦略的な企業誘致を行う。 
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 市民の安全・安心と快適環境の確保 
         
市民が安心して暮らせる、安全で快適な生活環境を確保する。 
       

 平成１６年度予算額   ３，４５４，８９４千円 
 

１ 総務部門  予算額   ９１，８９３千円 
 
①＜新規＞防犯対策事業                     ４，０１９千円 

・地域防犯推進委員による防犯パトロールを実施するため、ジャンパーを貸与する。 

 
②＜継続＞防災対策の実施                   ８７，８７４千円 
・災害に備え、災害備蓄品の整備等を行うとともに、防災訓練を実施する。 

 

２ 市民文化部門  予算額   ６２７，５４１千円 
 
①＜拡大＞交通安全施設設置及び維持管理事業         ６２７，５４１千円 

  ・交通事故を防止するため、道路照明灯、反射鏡等を設置する。 

 
３ 保健衛生部門  予算額   ５１，７４７千円 

 
①＜新規＞食の安全確保対策事業                １８，５２４千円 

・食の安全対策基本方針を策定し、食の安全啓発と検査・監視体制を強化する。 

 

②＜継続＞(仮称)動物愛護ふれあいセンター整備事業       ３３，２２３千円 

・動物愛護ふれあいセンターの基本設計・実施設計を行う。 

 

４ 環境部門  予算額   ３４１，７６１千円 
 
①＜新規＞新エネルギービジョンの策定             １２，２７６千円 

・太陽光や風力など新エネルギーの導入促進に向けて、市のエネルギービジョンを策定する。 

 

②＜新規＞事業所の紙ごみリサイクル事業            ９０，７２０千円 
・焼却処分されている事業所の紙ごみを分別し、紙資源の有効活用を図る。 

 
③＜拡大＞低公害公用車の導入                 １７，５４０千円 
・公用車の更新に際して、環境に配慮した低公害車を購入する。 

 
④＜継続＞低公害車の導入                   １１，３００千円 
・自動車排気ガスの抑制を図るため、塵芥収集車等に低公害車を購入する。 
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⑤＜継続＞地球温暖化対策推進計画の策定            １９，４２５千円 
・地球温暖化に対する地域計画の策定と市民への普及啓発活動を行う。 

 
⑥＜継続＞環境影響評価技術指針等の作成            １１，０００千円 
・環境影響評価条例施行規則の制定及び指針等の策定を行う。 

 

⑦＜継続＞自動車排ガス対策の実施              １７９，５００千円 
・国及び八都県市が協調して、自動車排気ガス対策を実施する。 

 

５ 都市計画部門  予算額   ２８７，０００千円 
 
①＜拡大＞駅舎エレベーターの設置              ２８７，０００千円 
・障害者、高齢者等の移動の円滑化等を図るため、市内駅施設のバリアフリー化を進める。 

 
６ 建設部門  予算額   １，２６４，６３９千円 

 
①＜新規＞踏切道改良事業                    ９，０００千円 
・踏切事故の防止及び道路交通の円滑化を図るため、踏切道改良の設計・測量を行う。 

 

②＜新規＞あんしん歩行エリア・事故危険箇所の整備      ３０９，３８２千円 
・交差点改良、道路改良、歩道新設、道路照明等の増設を行う。 

 
③＜継続＞橋りょうの保全                  ９４６，２５７千円 
・落橋防止対策工事、橋りょう架替工事等を行う。 

 

７ 消防部門  予算額   ７９０，３１３千円 
 
①＜新規＞特殊車両の整備                  １０７，８１８千円 
・大規模災害に対応するとともに、消防広域応援体制を充実するため、指揮支援車、 

後方支援車を購入する。 

 
②＜新規＞聴覚障害者メール１１９番通報               ７６６千円 
  ・聴覚障害者等を対象として、文字情報によるメール１１９番通報の受信を実施する。 

 
③＜継続＞消防署・所の整備                 ６８１，７２９千円 
  ・消防施設の充実を図るため、西消防署、美園出張所等の整備を行う。 
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 区役所機能の活用 
         
区民との協働による、地域の特色を活かしたまちづくりを推進する。 

       
平成１６年度予算額   １，０１４，６２１千円 

 
１ 企画部門  予算額   １７，５４９千円 

 
①＜新規＞市のイメージアップ事業              １７，５４９千円 

・各区ロゴマーク、カラーの作成等を市民参加により進める。 
 
２ 市民文化部門   予算額   ９９７，０７２千円 

 
①＜拡大＞まちづくり推進事業               ９３１，４００千円 

  ・区民と協働して特色あるまちづくりを推進する。 
  
（１）まちづくり基本軽費    区民会議・コミュニティ会議等の経費 

 

 （２）まちづくり事業経費    区民と協働して行う特色ある事業に要する経費 

 

 （３）区民満足度ＵＰ経費    区民の要望に即時対応する経費 

 

②＜継続＞フロアーアドバイザーの配置            ６５，６７２千円 

・市民サービス向上のため、各区役所にフロアーアドバイザーを配置する。 
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 市民サービスの向上 
         
市民サービスの向上に向けた積極的な施策を展開する。 
       

  平成１６年度予算額   １３，９６０，２７６千円 
 

１ 企画部門  予算額   １，３９２，６５７千円 
 
①＜新規＞（仮称）鈴谷地区集会所の建設           ３８，４４２千円 
・中央区鈴谷地区に集会所を建設するための基本設計・実施設計を行う。 

 
②＜新規＞（仮称）大原サッカー場周辺環境整備及び管理事業  ５６，２７８千円 

・駐車場及び周辺環境の整備、施設の管理運営を行う。 

 
③＜拡大＞盆栽文化振興・活用事業               ３，０００千円 
・盆栽文化の振興を図るため、盆彩四季の家を活用した、施設の基本計画を策定する。 

 
④＜継続＞（仮称）片柳地区複合公共施設建設事業    １，１４６，４７０千円 
・見沼区片柳地区に複合公共施設を建設する。 

 
⑤＜継続＞コミュニティバスの運行             １４８，４６７千円 
・市民の公共施設・医療機関・商業施設等への交通の利便性を図るため、コミュニティバス 

の運行を行う。 

 
２ 総務部門  予算額   １９０，０００千円 

 
①＜新規＞本庁舎のバリアフリー化             １９０，０００千円 
  ・障害者、高齢者等の安全確保、移動の円滑化を図るため、本庁舎のバリアフリー化を行う。 

 

３ 市民文化部門  予算額   ８，５５０，２７５千円 
 
①＜新規＞さいたま新都心駅東口自転車駐車場整備事業    ５００，０００千円 
  ・さいたま新都心駅東側に自転車駐車場を整備する。 

 
②＜新規＞（仮称）プラザノース整備事業           １６，０６５千円 
  ・北部拠点宮原地区内にＰＦＩ手法により、地域の中核となる複合施設の整備をするため、 

実施方針等の策定を行う。 

 
③＜拡大＞男女共同参画推進センターの開設          ２６，７３１千円 
  ・男女共同参画推進センターを開設し、相談事業等を充実する。 
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④＜継続＞（仮称）プラザウエスト建設事業       ７，９６８，７７２千円 
 ・地域の中核となる複合施設を建設する。 

 

⑤＜継続＞郵便局における住民票等の取次ぎ          ３８，７０７千円 
 ・市内６６郵便局において、戸籍謄抄本、住民票等の証明書の取次ぎを行う。 

 

４ 保健衛生部門  予算額   ２０５，２６２千円 
 
①＜継続＞大宮聖苑管理運営事業              ２０５，２６２千円 
・７月の開設に向け、開設の準備経費と施設の管理運営を行う。 

 

５ 環境部門  予算額   ４，７４４千円 
 
①＜新規＞粗大ごみ戸別収集のシール化             ４，７４４千円 
・粗大ごみの徴収方法をシールによる納付方法に変更する。 

 
６ 都市計画部門  予算額   １４３，０００千円 
 

①＜継続＞（仮称）西部スポーツ広場整備事業        １４３，０００千円 
・平成１６年５月開園後に駐車場、園路及び広場の整備を行う。 

 
７ 都市開発部門  予算額   ３，１０８，３２１千円 

 
①＜新規＞日進駅周辺地区整備事業               ３，１５０千円 
・日進駅北口の開設及び工専地区の土地利用転換の検討を行う。 

 
②＜継続＞川越線日進・指扇駅間新駅設置            ３，９６１千円 
・平成１８年度末の新駅開業を目指し、用地測量等を行う。 

 

③＜継続＞浦和駅周辺鉄道高架化事業の推進       ３，１０１，２１０千円 
・平成２０年度の竣工を目指し、浦和駅周辺の鉄道高架化を推進する。 

 
８ 建設部門  予算額   １３０，２７５千円 

 
①＜新規＞特定優良賃貸住宅の家賃補助               ８２８千円 
・中堅所得者向けに供給される民間賃貸住宅を認定し、家賃補助を行う。 

 



 

14 

  
 
 
②＜新規＞高齢者向け優良賃貸住宅の建設費補助及び家賃補助  ６１，７２４千円 
・高齢者向けに供給される民間賃貸住宅を認定し、建設費及び家賃補助を行う。 

 
③＜新規＞市営住宅の建設                  ６７，７２３千円 
・見沼区春野地区に（仮称）春野団地を建設するための基本・実施設計を行う。 

 
９ 生涯学習部門  予算額   ２１６，７４２千円 

 
①＜新規＞図書館新コンピュータシステムの導入       ２０６，３３０千円 
・蔵書の一括検索やインターネットによる予約を可能にするため新コンピュータシステムを 

導入する。 

 

②＜新規＞生涯学習推進計画の策定               ７，９７４千円 
 ・生涯学習に関する基本方針を策定する。 

 
③＜拡大＞図書館の祝日等の開館                ２，４３８千円 
 ・図書館の祝日等の開館を実施する。（４→６か所） 

 
１０ 市立病院部門  予算額   １９，０００千円 

 
①＜新規＞医療総合情報システム基本設計の実施        １９，０００千円 
 ・医療総合情報システムを更新するため、基本設計を行う。 
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市民の一体感の醸成 

         
市民の参加と交流を進め、活力あるまちづくりに向けた施策を展開する。 

       
 平成１６年度予算額   ３，６９０，６０５千円 

 
１ 企画部門  予算額   ７６，９０４千円 

 
①＜新規＞コミュニティ推進事業                ７，４７５千円 

・ＮＰＯ、ボランティア団体等との協働を推進するため、啓発等を行う。 

 

②＜継続＞さいたまシティカップの開催            ５７，０００千円 

・世界の強豪チームを招き、本市をホームタウンとするＪリーグチームと親善試合を行う。 

 
③＜継続＞サッカーのまちづくり推進事業           １２，４２９千円 

・青少年の健全育成、スポーツの振興等を図るため、サッカーを核としたまちづくりを推進する。 

 
２ 総務部門  予算額   ５９１，４３７千円 

 
①＜新規＞第５９回国民体育大会の開催           ５９１，４３７千円 

・さいたま市において、夏季大会、秋季大会を開催する。 

 

３ 市民文化部門  予算額   １１４，４４１千円 

 
①＜新規＞国際交流協会設立                １１４，４４１千円 

・国際交流を進めるため、財団法人を設立する。 

 

４ 福祉部門  予算額   ４３５，０００千円 

 
①＜新規＞全国障害者スポーツ大会の開催（再掲）      ４３５，０００千円 

・第４回全国障害者スポーツ大会を実施する。 

 
５ 経済部門  予算額   １４２，０００千円 

 
①＜継続＞市民まつりの開催                １００，０００千円 

・市民相互の交流と融和を図るため、さいたま市民まつり（咲いたまつり２００４）を開催する。 

 
②＜継続＞花火大会の実施                  ４２，０００千円 

・市民相互の交流と融和を図るため、花火大会を開催する。 
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６ 都市計画部門  予算額   ２，３２５，９３５千円 

 
①＜継続＞（仮称）セントラルパーク整備事業      ２，３２５，９３５千円 

・合併記念公園として、大宮区天沼地区に（仮称）セントラルパークを整備する。 

 

７ 都市開発部門  予算額   ４，８８８千円 

 
①＜継続＞住民参加のまちづくりの推進             ４，８８８千円 

・市民と行政のパートナーシップによるまちづくりを推進する。 
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行政改革における予算の効果 
         
 
事業の重点化、経常経費の縮減等に努め、行政改革の推進を予算編成に

反映させる。 

      
 

         予算の効果   約 ２１億４千万円 

 

 

＜主な項目＞ 

 

①民間委託の推進によるコスト縮減               約４億８千万円 

 

 

②経常経費の縮減                      約１３億８千万円 

 

 

③補助金の整理合理化                 （再掲 約１億３千万円） 

 

 

④外郭団体の運営改善                     約１億９千万円 

  （派遣職員の縮減） 

 

 ⑤職員人件費の抑制                        約９千万円 

 


